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スメタナ

Bedfich Smetana 1824 -1884 

連作交響詩J'わか祖国よリ第2曲モルタウ（リハーサル）

"Vltava (The Moldau)", from Symphonic Poem "Ma Vlast" ~ Rehearsal 48:25 

連作交響詩わか祖国］よリ第2曲モルダウ（本番）

図I"Vltava (The Moldau)", from Symphonic Poem "Ma Vlast" ~Concert 12:34 

管弦楽：トロント交響楽団 モノラル録音：1969年2月5日

Toronto Symphony Orchestra Moom,rnl Re,・o,d;og: 5恥brnm、・,19的

連作交響詞わか祖国](全曲）

Symphonic Poem "Ma Vlast" 

田 l.Vyschrad 13:52 
g」ll.Vltava (The Moldau) 11 :49 
l釘 Ill.Si1rka 9:59 
田 IV.Z ccskych luhu a h句0 12:04 
[_SJ V. Tabor 12:31 
但」 VI.Blanik 13:29 

【お詫びと訂正】
CO2「わが祖国」（全曲）録音日

誤）1968年5月2日→正）1968年5月12日

管弦楽：チェコ・フィルハーモニー管弦楽団

Czech Philharmonic Orchestra 

ステレオ録音：1968年5月2日

Stereo Recording: s May, 1968 

指揮：カレル・アンチェル

Karel Ancerl (conductor) 
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トロントのカレル・アンチェル
(1969年-1973年）

◆ 

ルネ・トレミヌ

カレル・アンチ t ルは、 HlSI年 12月から 19(沿

年まで途切れることなく、名閥きチェコ・フィル

ハーモニー秤弦梨I・りの指揮を執り紬けていた 彼

は、すこぶるイi能なこのオーケストラを引き連れ

四大陸を股にかけて巡り、 lf)(i;i年のツアーではア

メリカ、 19:'i9年にはオーストラリア、ニューシー

ラント、 >l•i"i 、 II 本、イントヘ赴き、東114 ヨーロ／

パのあちこちても演人を，f(ねていた 客浙指揮行

として iiii 癸会へ招かれることもあり、 1%~ り8月

17 II (l・.ll/1!11) にハークシャーで111,されたタング

ルウッド「f楽祭へ招かれた1:祭は、ボストン父憫深

団の指揮を執った 浙IIはグル J ク0) (オーリー

トのイフィシェニー〉1釘Iii、 シ:1スタコーヴィチ

の交押1111箱 1番、 ドヴォルザークの交押 1M'\8 番•

であった

はぼ1,,1 時期、悲、 ,~,1 的なてきごとか彼の IJl"i を虞

撼させてし、た 7月 l:'i11、ソピエト連）I>と束 l、イ

ツ、 I ヽンガリー、プルガリア叫行祁~ 名たちは、 トゥ

プチ T.クにldl会 i義を1発1l・Jるよう裳求じCし、

た J✓, りプチ~，~ クの改，'1',:運動はソピエトの政治休

庸ljやJしμ(党の政裕}j針と対立するものてあり、ソ

ピエト叫恥"f.者たちにはとうてし、受け人れられる

ものてはなかった 8 JJ IO 11 、 ·f·.T コ JI;,>( 党は~民

i應 1叶1,1Jすなわち ,I統派マルクス i'.義に終わりを

；りげる法神を採択 このドゥプチェクの改依運動

はチ J コスロハキアのソ連プロ、ノク離脱を誘発す

る恐れかあったため、ソピエト連邦はワルシャワ

条約機構',f(を狛糾，、 8月2011にはロシアの戦,,,が

チェコスロバキアヘ佼攻した ，Ii民に支持された

ドゥプチェクの「プラハの介」は流 lfll の惨 •Ji に終

わり、民衆からヒーローと称えられてし、た 1,・.ップ

チェクは共1)・（党から追放された ,1 Jj人か犠牡と

なったプダペストの悲劇から 12り後、 1炉史はくり

返されたのだった

この •Jif'I はタングルウ・; Iゞにし、たアンチ .T.Iレの

耳にも,,,:き、すくさま彼はJ.,,111'1を断念しカナダへ

亡命する， 12月 1211にはトロントで会見を Iii/き

こう，，ftった 1チ .T.コスロ JヽキアヘはJ及りません

トロントて fJr たなり泊を始めます，より）ハナ、 J・~

男イシーと嫁のインドラはプラ Iヽ を離れ,,り1、イツ

のシ .L 卜，、）ソトガルトて無 •Jiております f紬き

か炉ヽ次弟こちらへ1i,Jかう Viこてす コペンハー

ゲンにし、る次男のイヴァンもこちらへ合流する f

定になヽ，てしヽます ハナやイシーやインドラがプ

ラハにし、る間は不安てし、つばしべてしたか、家放か

もうすくこちらへj'IJ杓てきると llflきとてもホ J と

してし、 tす ハナは i1・んではおりません おわ

かりになるてしょう、 flみ札'lれた家を離れるのて

すから 指揮者てある私は）；とば状況かj如ヽ tす

19G9 i「からこちらのオーケストラで指抑を執るこ

とはすてに決まっておりましたし、こちらに米る

の力'J勺じ：Kりl介り＇まったたけのことてす しか

し、ハナにはあまりにもl.'i突で衝＇撃的てした 我々



の友人がプラハに行き国を離れるよう我を説得し の仕攻に衝敷を受けました」とイジーさんは述べ るという 。「 もちろんそれらの仕 •J iは受けません うか？

ましたが、なかなかすぐにはliを縦に振ってく れ た。「 しかし、 :l'i者は街頭に集結していました」と ょJとアンチェル氏は諮った。「ここに住むと決め こういった疑念について、私が全ての解答を持

ませんでした。決断するのに 21:1かかりました。 アンチェル氏は誇らしげに付け加 えた。 イジ一 たんです。2JJにヨ ーロッパでのツアーがあるので、 ち合わせているなどと 知ったかぶるつもりはない

今は息子たちゃィン ドラと合流して裕ち沿いたよ さんはうなずき、 「ロシア兵たちとも話をしまし 客演指揮の仕事はすると息います」」 が、様々な溢拠から命望はあるのではないかと 息

うです。全てうまくいくと{,¥じています。」 た。彼らはどこにいるのかもわかっていないよう 数か）・1後の 1969年 3月 IJrl. カナダの 1、ロン う。 ひとつには、 r秤楽と；子楽家に1関するグロー

1967年 12J J 21 -22 11、アンチェルはすでに 卜 でした。2年も軍事作戦を行っているのですからね。 トスター紙がアンチェルの指拙者任命のニュース ヴの事典Jにアンチェルは“チ ェコの指揮者で現

ロン トでドヴォルザーク、スメタナ、プラームス 西 ドイツかボーラン ドにいると 思った兵 もいるで を正式に伝えた。 代名楽の伝迫者＂と，記されていることだ。手J}f;の

をメインに据えたプログラムを披~:;; していた。そ しょう。笑っちゃいますよね。ロシア兵たちは 「兵 「吉報。小i彫ii爛の後任がほかならぬ執名なチェ ついた時代ものの音楽を11如かされるのはうんざり

して、 1968-1969年シーズンの終わりにチュー リッ ：卜の心得Jと杏かれた本を持っていました」。 保 コ ・フィルハーモニー竹弦楽団の指揮者カレル・ だと息っていた而々は胸を撫で下ろすことだろう。

ヒのポー ・オー ・ラックで、 小澤の後任として 卜 攻が起きたとき、アンチェル家の人びとは別々の アンチェルに決定した。彼の人物像は小澤とはか さらにまた、卯行成紹は少なからず個々のバフォー

ロン ト交押楽l・tt音楽監粁への就任契約を交わした。 楊所に掃在していた。カレル氏はアメ リカに、 イ け離れている。グレーの嬰は明らかにピー トルズ マンスの良 し悲しに1関係する。II乍年アンチェルが

実際、アンチェルは 10JJ 14 LIに行われた 1969- ジーさんとインドラさんはプラハに、ハナさんは のようではないし、 指llli台に上がった姿はII寺流の モン トリ オールとトロン トで公演を行った際、私

1970年シーズンの蚊初のコンサー トの虹後にこの gの別荘のある1t.iボヘミア州で生活していた。イ 先端をゆくような前11;行とは全く 別物だ。そして が話をした,fl!もがJal・他代の指揮者のなかでも第一

楽団の 'i, \•任指揮名に就任した。1111目は、スメタナ ジーさんはまずi'I家川の大きなメルセデスペンツ また今の我々にと って、アンチェルこそ必災な指 級であると疑わなかった。政治にl剥してだが、チェ

〈 ヴァレンシュタインの 11,l( •F;〉、フィルクスニーに でインドラさんをオース トリ アとの国檄へ避難さ 揮者なのかもしれない。感1'1=で奏でる秤楽の 4年 コ当J,Jがどう動くかが今後の彼の トロ ントoU竹を

よるピアノでシューマンのピアノ協奏1111、そして せ、続いて1吐祓を迎えに戻った。「ロシア11,によ っ 叫を経て、 l'l熟したヨーロ ッパの名を権威のある 左右するだろう。去る JJJIにアンチェルは、 1:1分

ドヴォルザークの父押1111第6番であった。 てl附J鉗されていない1.,1様があったため、みんな避 者から学ぶときが来たのであろう 。さらに言えば、 の父親は忠実な王党派であるが,・,分l'I身は政治へ

1968年 9Jl2311の火111,111、アンチェルは トロン 難することができました」とアンチェル氏は説明。 現職の指揮者よりもはるかに多くの経験を煎ねて の関心は全くないと甜っていた」

トで21111「Iの，記者会兄を開き家族を紹介した。「ア 「 も っ とも 1 -•IJJ!ffili山のほとんどがl •I外逃亡する I •! きたす師Ji者を迎えることになるのは疑いの余地が こういった疑1111への答えはわずか4年後に出た

ンチェル家1り会」という見/1¥しのもと 1、ロン ト・ 民に対して協力的でしたけと＇ね Jアンチェル家に ない。上記のことから我々 は何がJUl1寺できるのだ （ワシン トン ・イ プニングスター紙、 ・1972年4月

デイリースター紙はこう級った。 は、イン ドラさんの両親を含めてチェコス ロバキ ろう？ まずは、気がかりな点を裕げてみる。ア 17 II)「冷たい概械が人間に」

「II乍II午後の記者会見では、新天地での11-,.括が アに残っている親族がまだいるが、カ レル氏はカ ンチェ ルは、 小i隊のような莉々しさあるいは1徳衆 •…・・ 「 ト ロン ト 交押楽 lヽJI が前 1可 ワシン ト ンに来

始まった家族を紹介するカレル ・アンチェル氏の ナダで硲らしていくことを1リ）けした。「ここでの'I が1≫1JJ!)1に）Lを巡びたくなるような魅））は持ち合わ た際、小沢征f~ij が音楽監瞥として完挽かつれ：大な

様―r-はとても リラックスしていて妍しそうだった。 ii'; スタイルはこれまでと全く述いますJと彼は，iっ せていないかもしれない。 また彼の レバー トリ ー ベル リ オーズの 〈幻想交押 1111 〉 を披~i し、絶大な

その理111は1リ）快だ。チェコ 人であるこの指fol咽の た。「私の→必はプラハにいつかは帰るつもりでいる はすでに1膨大で、カナダの観客にむけて新しい レ 感動をもたらした。 しかし、このカナダのオーケ

R'ハ ナ夫人、，息—(·のイ ジーさ んとその}I_,ィンドラ ようです。 しかし私はもう 60歳ですしここで 1-分 パート リーをJ竹やす気はないかもしれない。さら ストラがケネディーセンター初演に臨んだ・Ul/ii11、

さんが、プラックマーケッ トで人手したピザでチェ です」。アンチェル氏の指j,I(者生活に も支際はない。 にチェコ,,.,.民権の間題もある。鉄のカーテン政治 チェコ人指揮者カレル ・アンチェルが指Jillを執っ

コからウィーンヘと渡り、この辿末にやっと 1、口 小澤氏の後任として トロン ト交押楽団の音楽監将 は、 北米でのレコーディングやツアーを行う 妨げ たl司楽1:t1の1,11象は全 く辿うものになった。アンチェ

ン トヘ辿 りA咋いたからだ。次男のイヴァンさんも に就任するのは来年の秋だが、吝i祖（指揮者契約や にならないだろうか？ 北米のオーケス トラとコ ルが指111[者に就任して3シーズン IIを迎えた現在、

本1:1、ロンドンから祖）がtする予定である。「1芹、 ilf 'i,\•ff: 指揮者就任の依頓がヨーロ ッパ中から来てい ミュニケーションをとるうえでの1咲',I;-はないだろ 楽団の演奏は小澤が指揮を執っていた時ほどの村）
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密さはない。 マーラーの交押 1 111 第 1 番のi~i奏で—I · 以前の冷た＜ 精密だった機械から、人Iii)味が表Iii よりもマーラーのウィーンを1カ彿とさせたが、 観 は援助の手を必し仲べてくれるのでしょうか？

分に見せたように、 l'i'楽器、パーカッションは今 してきたにすぎないのだ。マーラーは時折とり 散 客の共感を得た」 これは北米に限っての心配事です。ヨーロッパで

も一流だが、弦はアンチェルが求めているような らかってまとまりが悪く llflこえたが、その一方で アンチェルは、 トロン トスター紙に 自分の芸術 は政府が土体的な支援者となっているオーケス ト

均ーなまとまりのある音になっていない。 しかし 心を揺さぷられる部分もあった。アンチェルは非 侶念についてこう，語っている。 ラがほとんどです。

ながら、 小澤からアンチェルヘの指揮の維承が、 ＇常に繊細な心配りをもってマーラー第 1番を振り 「今まで生きてきた中で3殷、オペラはもう廃れ 音楽芸術に対する私の考え方はほかの指揮者と

楽団の進化を大きく後辿させたというのとも迩う。 進み、 i沼の波は時として ドヴォルザークのプラハ たと言われた時期があります。J度IIは第一次世界 は少し)~- な っ ています。 私はオーケストラの演奏

大戦後、その次は lヽーキー映11fljが公開されたあと、 者と 同等であって、 i'I分のほうが後れているなど

最後はテレビの登場でした。 しかし今LI、オペラ と息ったことはありません。指拙者はプリマドン

はまだ存在し、伝統をmんじるメトロボリタン劇 ナになるべきではないと考えています。私がペル

場でさえ、ヤナーチェクはありえないにしてもペ クやウ ェーペルン、シェーンペルク、そして彼ら

ルクの 〈ヴォツェック 〉は 1滋i(されました。ラジ のあとに続く J'i・楽家たちの新しい作品をプラハに

オの将及でオペラがil'iえてしまうと詩われたりも 紹介するためにこの仕事を始めたなんて、私を保

しましたけど、私はそんな心配はしていません。 守(Iりだと 息っている人たちの多くには1,iじられな

レコードを聴くのと生のコンサー トを1路くのは芸 いしょうね。lがrの経験を通して、観客はW:界の

泥の差です。ペッド1協に恋人の与真が飾られてい どこでも1,;Jじなんだと知りました。現代の楽1111の

るだけか、それとも恋人がすぐ隣にいて愛し合う みで構成されたプログラムをひとシーズンにJ'"'
ことがきるかくらいの迩いがあります。オーケス や2l11li斑於するくらいでは観客は滋）としません。

トラの終拐についても似たような予測がされたり 近代J'I楽をほぽ全てのプログラムに織り込んだほ

しました。ラジオもレコードもオベラの人気に彩 うがいいんです。シーズン中いつもカナダ人作1111

を格としたりしませんでした。尖際、レコードと *の新しいスコアを読んでいますが、今の1111の多

コンサー トはお且いの人気を相乗(Iりにi・:;めていっ くはペテンだと 息います。新しくてi1lli{i/iのある楽

たように息って ます。この．，虹で'i,¥'に一過性の流行 1111を兄つけるなんてことは、私にとって難［伶な

と糸;',ぴついているポップ ミュージッ クとは迩うん 作来です。今のところまだ人間でいられてますが、
II<•'O 

です。 シンフォニーは流行ものではありません。 現代J"j・楽をiii(炎するには俎子機器にでもならなけ

永遠であり続けるでしょう。IU:界巾のオ＇，'者の間で ればいけないような気持ちになることもあります。

ォーケス トラヘの1対心が硲まってきており、オー J'i・ 階も楽1111形式もないわけだし。芸術のIU:界では

ケストラに終わりはないと 息えるのです。唯一心 アーティス トと観客のどちらが正 しいのか定かで

配なのは将来の'tt金繰りです。麻裕な糾椛や佃人 はありません。M年か前、チェコ・フィルハーモニー

査迩家は我々オーケストラを支援し紐けてくれる ↑洞¥.'梨HIとの演奏旅行で、カペラーチの〈時の神秘〉

のでしょうか？ もしそれがだめなときは、政府 という索11,'iらしい作品を指揮しました。この1111は
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叩 (ij上とてもロジカルですが、仰大な音楽家 G.セ ルハーモニー竹弦楽団の指打Iiを執った。同年 10月

ルがこの1111を初めてIJrlいた際この曲は全く矢11(1りで クリーヴランド1村玄楽団の指揮台に上がり、年末

はないと息ったそうです。〈トリスタン とイゾルデ〉 にはニューヨーク ・フィルハーモニックと 2辿1/IJ

を初めてllrlいたときの私もスコアを理解していな の公iYfを行った。タングルウッ ド]'¥・楽祭にも幾疫

かったので、セルが感じたのと同じことを思いま か戻りIりぴポストン交押楽団と共演し、ロサンジェ

したけどね。 ルス・フィルハーモニックの指揮も執った。

オペラの指揮にも1Jll味はありますが、リハーサ アンチェルのカナダでのレパートリーは、ドヴォ

ルの時間が足りなかったり、ソロ歌手が時間に余 ルザーク、スメタナ、ヤナーチェク、マルティヌー

裕をも って到沿しなかったりしてアンサンプルに 等の仰大なチェコ人作11!1家はもちろん、古典の作

乱れが出てしまうのは鎌なのです。!!II判は好きで 1111家の楽1111も決しておろそかにせず織り込んでい

はありません。でも 、もしヤナーチェクのオペラ た。1970年 6J・Jペー トーベン・チクルスを演奏、

浙奏の依頼がきたら、つい引き受けてしまうかも ]972年5-6月のプラームス ・フェステイパルで

しれません」 は 〈ドイツ・レクイエム〉と 〈アル ト・ラ プソディ 〉

アンチェルは、;,雑低でもシーズンの半分である も披硲。ほかにドヴォルザークやモーツァル トや

]5辿11:1はカナダで指揮を執る契約をしていた。 ト ヴェルデイの 〈レクイエム〉だけではなく、 〈ミサ・

ロント交り作楽Ellを率いた 4シーズンで ]70の公iYf ソレニムス〉やドヴォルザークの〈スターパ ト・マー

を行ったが、体潤がf岱れず11―,ltJrすることがたぴた テル〉もiYf奏した。今1せ紀の作1111家としてはプリ

ぴあった。実際、利泊滋とlliliの刹を息っていたのだ。 テンの 〈戦争• レクイエム〉、オネゲル 〈火/fl]台 I:.の

ドイツの強制収容所での年）lが健康に与えた彩秤 ジャンス ・ダルク〉、北米の作1111家ではベピン、ウィ

は大きく、 1975年8JJには全ての活動を中止する ラン、ターナー、コープランド、カウエル、ベ ッ

つもりでいた。しかし巡命は彼にそれを許さなかっ クウイズの作品もiYf奏した。モーツ ァルト、マー

た。 ラー、シューベル ト、 シューマン、メ ンデルスゾー

アンチェルはこの時期、ヨーロッパのオーケス ン、プルックナーの交押1111に加え、ラロ、ドピュッ

トラやアメ リカ の流オーケス トラにも 指揮れ・ シー、ラヴェル、イベール、オネゲル （父",1111111第

として.f{jかれた。1970年の inから 2JJにかけ 3番 「典礼11,u)、メ シアン、ジョ リヴェなどフラ

て、アムステルダム ・コ ンセル トヘポウ竹弦楽団、 ンス人作1111家の作品レパー トリ ーも殷麻だった。

チューリソヒ ・ト ーンハレ竹弦楽I'll、ウイーン交 ほかの指揮者たちと 1,;J様に、レコード業界はア

臀1:楽Mlなど共演するため西ヨーロッパに 2かJJ滞 ンチェルがレパー トリーとして持つ全ての1111を収

在。3月にはサンフランシスコ交押楽団で 2週1/IJ 録することはできなかった。シェルヘンのように、

過ごし、 1971年の I)」から 2J・lにはイスラエル・フィ アンチェルのレパートリーは 17、18l!t紀から.,,時

6 

最新の現代作illH,iiにまで及んだ。 レコードに収録 て、ときに彼らは見事な音楽を奏で、ときに時代

されなかった1111は平い、様々な放送会社の録音査 のプロレペルからみると相当下回るような演奏を

料から CDにおこすことが可能とな った。今回の した。

3枚の CDもそのひとつである。これに続く CDシ アンチェルのl1i初の仕事は、オーケス トラに誇

リーズでは、スプラフォンに収録されなかったも りを持たせ楽団として進むべき方向性を示し、奏

ののカナダで1~\{i= されていた 1111 が収録される予定 者と一ーより前視されるべきこととして一ー観客

である。 の音楽性を突き動かし進化させる点にあった。ア

1973年 5月、体濶不良が続くアンチェルは活動 ンチェルによ って、トロン ト市民はfl',¥大なクラシッ

を制約せざるを得なくなったため 1974-1975年シー ク秤楽の数々を学ぴタIIることができた。観客は雨

ズンの契約更新が無いことを発表した。1973年、 7 あられのようなfrの洪水よりはるかにI切足感の得

月3日に 65哉で逝去。このニュースにカナダl国民 られる秤楽の楽しみ方を習得したのだった。次第

は深く衝慇を受け、彼の人柄やプロとしてのff質、 にオーケストラの秤質は、キラキラ輝きNJ々とし

体閥不良や逆校の年月を経てもなお梢熱的で楽観 た小澤流からアンチェル好みの丸く 1「美で中央

主義者であり続けたことを称nした。ある地方紙 ヨーロ ッパ風なものへと変化していった。アンチェ

は短く伝えた。 ルはこの仕事にたいしてtn,「［に息慇深く無限の忍

「自らの人生と音楽を通じ、 ~,,.米の閥深さと勇気 耐をも ってJ収り糾んでいった。

をも って芸術と ~11 11 を守りぬいた。 ナチスによ っ 彼はオーケストラ炎者を ljl.なる器楽奏者とみる

て家族全nを殺布され、 イ"I年にも及んだ強制収容 ような人間ではなかった。楽器のjioJこうにある個

所生活で残/,片な経験をしたにも 1関わ らず、究極の 人を理解し無理難辿を押し付けることはしないし、

文明人でありつづけた」 またできない人であった。彼は竹：楽器パートのJ'¥

「今巡カレル・ アンチ ェルが亡くなったが、こ 程が求められるべき水準に逹していないと認識し

れは音楽界にと っては名邸い熟線者の、 そして 力 ていた。 数か）—J の !Ill、リハーサルのたぴに 30 分以

ナダにと っては最も前淡なひとりの音楽家の炭失 」―・.かけて正確に秤合わせをするよう l~I且を指祁し

を意味する。 トロ ント交がji楽l寸1と市民が信頼に足 たが、粘），J音を揃えることはできなかった。アン

る音楽指祁者を必淡としていたとき、彼はトロン チェルは状況を受け入れ、この状態から秤楽を作

トヘ降り立った。小澤は輝かしい指揮者であった。 り上げていくことにした。彼は同時代の指揮者途

音楽を作ることを楽しみ、お気に入りの楽1111を彼 の称代と柑敬の(Iりであった。実際、ス トコ フスキー

が諮而から読み取ったとおりに観客の心をうち震 がニ ューヨークのアメリカ交郭楽団の指揮者を引

わせた。 しかし l、ロン ト父郭楽団は小澤氏のもと 退する際に、後任者として真っ先に考えたのはア

では成長しなかった。指拙台に立った小澤氏によ っ ンチェルだったという 。
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彼のti深解釈には1徳衆を誘かせるような II新し アンチェルと 1,,1等の名かを持つti楽家たちのなか

さはなかったし、見lit物的な発想を息いついたり でも、彼ほど行楽に対してひたむきに取り組んで

ドラマチ ・）クな効果をII¥すために行梨<l),¥,',f立を治 きた者はそう多くはいないでしょう ，， 学び求める

とすこともなかった。むしろ演俗にあたっては梨 人々に向けて名夜の中に込められたメ ッ七ー ジを

1111に内介する、な味を求め、すでにMi'ilnlも指押し 発伯していくことを、彼は心底欲し絵けていたの

た1111でもさらに深祁を探っていった..1,iはJII'想の です。 もちろんマエストロはその技に索H1'iらしく

指揮者ではなかった-―ーそんな指揮者など"{{{1す Hけた）jでした。

るだろうか？ 彼は、ソリストたちとうまく打ち とはいえ、彼は·ff梨にのみ 1,1:'➔f し t,'i熱 を f1ii けて

解けることがで きずにいた＜， コンサートでお決ま いたわけではありません，彼が身近に感じ愛して

りのように演於される定番1111ですら、彼のパフォー いる令てについて つまりは、人,,.• のささやか

マンスは時として冷徹かつJIil伐II的にすぎJj人受け な}'f.ぴ、小さくと もたしい J:J:l•Iへ深 く根ざした愛、

するとは ~j• えなかった． とはいえ、彼はすこぷる そして11、―々 として輝き に満ち湿か彼Jiまで見111']'ら

Jl-:1れで誠必な人物かつ・｛瑾‘求てあり、令てのパ せる人地カナダヘの愛・—... こうい った物こ＇とを、

フォーマンスにおいて納得てきる ('j楽を/'1もうと たくさんの友人と共イiしたいとりJに崩Iっていま し

しただけだ。彼はどのTl節を持つ{'j楽家は今 f"IO) た，， カレル ，アンチェルの謙,.r,,な人物像や人1/IJ(Jり

Ill: 界を兄渡してもそうはいないだろう 。 芸術的jむ）［は、彼のもつあらゆるj,',ヅく さにととも

衷心より及福をHrる」 に我々なきあとも伝えられていくことでしょう 」

ある ライプコン サー トの終油後、 fマエス トロ、

今ィ女の演炎にi,切足していらっしゃいますか？ 」と 1995年 1月 ブゾンにて

,()，ねられ、カレル・アンチェルはひと 呼吸してど 原盤 CD (TAH-121/3)解説書よ I}

えたのちこう答えた，， l"i,均足だ＂と， iえる時がき

たら、翌：り1にはり1退を発}i;します、、それはもう令

て，iい尽くして、それ以 l』Ifるべきものがなく なっ

たということなのてすから1

はかでもなしヽこの実11'(さにつしべて、 アンチ :r.ル

の作儀0)席で友人ヤン・マティエクが改めて，；Itっ

ている。

「カレル・ アン+ェルが亡くなった今となっても、

もっと どこかで1皮に敬意をKする横会がなかった

のかとりりやまれてなりません。現{1:がii柑中である
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「モルダウ」リハーサル

2、3、4、5、6、7、8、9 12小節I―Iまで、クレ ッ

シェンドでお俎Iいします。 ピアノからメゾフォル

く

ー
，
．
~
ー
！

，
＇

，

・‘°‘“、

テヘ。そしてここはメゾフォルテ、次の小節は ピ

◆ アノ ，， いいですね、いちばん初めからお粕いしま
>-、"

す、 令nで・・・・,,。(,'~) 

アンチェル： こんにちは。「モルダウ」から始めま

しょう c いえ、スメタナの 〈わがtill</〉、6つ述竹： ,,,)じテンポで" (歌う） ••…• これが始まる小節、ど

交臀囁の 211/111で＇し、ちばん人気のある 1/hです、始 こから始まるんだ•')たかな、( 「A l とし、う ,u を Ull い

めま すよ,, IP~) て）じゃあ「A」, I • 2,, IP -I 

（歌う）辿う、ここはひとつの流れのかたま

…, ・・¥/liiiからもう渡、フルートと クラリネ J 卜 りで（歌う） ，， 私の，iしヽたしヽことわかりますか ？

みな さん、ひと つながりのメロデイーをイ メーシ 奏者：はい，， 私たちのフレーズはこのよ うにな っ

してください、ひとつの咲器の背の ようにIJHこえ てしヽますよね？ 今おっしゃった ようにひと，｝て

なくては"2本のフル ー トでも 2本のクラリネッ •Jijl くとすると （歌う ） 、 2'"' たけですがここは 1,lij)j

トでも なく、 1本のフルー ト、 1本のクラリネット とも ---(滸1f1jO))ここですが、それぞれ2'"'あ

のようにわかりますか？ どのフレーズもアク るのでたぷん一ー （アンチェルが遮る）

セントなしで。フルートとクラ リネ ットだけ、初 アンチェル：ひと •} で弾いてください" Ii¥」はひ

めから，， [;,-) と，｝で•J<jl いてくださ い，， （歌う ）

伍父腐「A」のところを・）しお粕い します。IP-I

最後のfl・を少しだけJiく （歌う ）。IP-I ...... はし、、し、しヽ です…，..もっと弱{¥で、 ピアニノ

シモて，、 ビアニ，1シモで始めたはうかよ さそうで

•• …• ありがとう、ありがとう ,.， 最初は弱く 、次は すねがり¥Iチ・'・ロも ,,,)しように（歌う） もっとピ

強めにク ラリネ ットが始まる小節から そう、 アニッシモで始めてくださ い I AJを令UでおI.Iii

フルート どの小節かわかりますね、し きヽますよ， し、し ます"

P-1 
はし、．ありがと う，テンボに気を付けて……l、1,, IP ~I (ivi/Aに対して）いし、ですね。ここでフォル

【P-1 テ、クレッシェンド。 …••• ここからオーポ工。テ

ンボにないを付けて。

そしてここにアクセント、ヴァイオ リン、そ

う、り~ I ヴァイオ リ ン、松・ 2·~· ァイオリン・・・・・・。1、 ありがとうございます。衷拍を知く、北らかく ，,(:tx 
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う）よろしいですか？ それでは[io)じところをリ の狩猟」ですよ？ ホルンだけ。オーケストラの のまま • …•• テンボに気をつけて••…• 木竹楽器だけ 「E」を 1 1rn お刷いします。 …•••小

ピートしてもらえますか？ 特さん全体がこの音をllりかないとだめです。 節線のjjij 。 そこがあま りよくないですね。 [ 1~- 1

奏者：わかりました。[P-1 I P - I …•••この小節はメ ゾフォ ルテで始めて、ク ホルンお顧いできますか？ 「D」の第 2小節。1 何かわからないな、なんだろう ……第 1パス ーン

ァとュ ル：……アクセン トを揃え てくださ い レッシェン ドしていきます（歌う ）。この楊而の始 小節半のHI!は フォ ルテ（歌う） … • •• メゾフォルテ。 は第 1オーポエと 一絣に奏でないと、第 lオーポ

……。ひどい1,1u1:11の楽滸ですね。「B」のあと、 1、2、 まりからテンポはそのまま、 （歌う）、…… ］、2 股民たちが歌い出すのが 1、2、3、4、5・・・・・6小節 エと・魚阻こ]'¥・を変えていってください｀遅れない

3小節Hですかね。そう 。アクセントは 1つめと [P-1・ …••いや、後半の部分はこう です（歌う） 。 のあと 。 ·… • • もっとリステッ‘ノ ・テンポでできま で。 4 拍—f を リ ステ・ノ‘ノ ・ テンボして、第 1 パスー

4つめの音・、 8つめ? 5つめでした、すみません。 [P-1……メゾフォ ルテ、 クレッシェン ド。 すか、典型(Iりなチェコの民族舞踊ポルカのテンボ ンと第 1オーポエだけ吹いてください。[J>-1]'¥・ 

1つめ、 5つめ、 7つめ、……そして JO11M El。は 2度1:1のメゾフォルテを利き込んでください、（歌 なのです•…••チ ェ コの股民はみんな太っているイ が線になってない、音をつなげてください。

い。3小節II。そこのアクセントひどいですよ、 3 う）それとクレ ッシェン ドも。この小節を演奏し メージがあるのか、ときどきひどくゆっくりした [J>-1はい、いいですね。全且で「E」いきます、「E」

つめのfr― てくださ い （歌う）。IP-I……はい、 それでは全 テンポで演奏されます （奏者笑う）、（ゆっくりと歌 です。全且で。[J>-1

奏者： 3つめの秤にアクセン トですか? nでお崩iいします。IP-I う）「ああ足がパンパンだぁ」、こんな風にね。そ （歌う ）[J>-1……弦楽悩、 エスプ レッシーヴォ

アン夭ェ ル ：いえ、 3つめではなく 5つめに アク んなことはないんですよ。 もう少し軽やかに。で でお屈(iいします。

セン ト、1つめと 5つめ、 1つめと 5つめ。ヴァ ……2 liili'Iはフォルテ ・ピアノです、忘れないで。 は、リス テッソ ・テンボでいきます。 リテヌート ……はい（歌う ）。ものすごく長く延ばしてi崩奏し

イオ リンと 同じアクセン トです。ヴァイオリンと トランペッ ト、先ほど練習したホルンが始まるセ のあと、イン・テンポ。皆さんイン・テンポですよ。 てください、わかりますか？ 投く、そしてディ

チェロお頻いします、「B」のと ころ。ヴァイオリ クション、もう少し強<i貨奏 してほしい小節がい l… [J>-1・・・1、2・…••ホル ン 。 ディミヌエンド ・・ ミスエン ド （歌う ）、ひとつの流れで（歌う）。 と

ンとチェ ロ。[P-1はい、そのとおり 。「B」をも くつかあります……リズムを刻んでいる小節です てもl)りくしっかりディ ミヌエン ドして、さ っきの

ういちど、「B」を全員で。[P-) (歌う） ……この小節はもう少し強くお崩iいします …ありがとう、第 2オーポ工をカットして、第2 では述すぎます。

ね。……このセク ションのクラ イマ ックス は少し クラ リ ネ ッ ト が代わりに吹いてください•…··Eb もう 一1.lt「E」をお崩iいできますか、 「E」を全U
オーボエ、木符、そして弦楽が令は 2廿l子で、 あとにきますよ、 21,1拍子の小節のところ、 l、2、3、 です。2小節 （歌う）。この 2小節のちょうどあと 、 で。 ( J> - 1 …•••そう、良いです よ 。 そしてホルン。

切れ味よ く（歌う）、エネル ジコに （歌う）、長く 4、5、6、7、8,9、10、II、12小節]ii/。ここから 3小節 1,1であなた（編注 ：第2オーボエ）が人る。 •••••• もっとクレッシェン ドしてください。..…• ビ

しない。そう、そうですね、 2回目の リピー トか クライマックスでディミヌエンドを始めて、ここ はい、ありがとう 。ここに文字が入っているはず アニッシモ。・・・・・・デイミヌエン ド。

らや りまし ょう 。[P-) より前では始めないでくだ さい。第 1ヴァイオリ です。

ン、 リステッソ ・テンボの 4小節]iii(歌う ）そこ 奏者： 「E」です。 とま ってください。今度はボコ ・ピウ ・モッソから、

ありがとう 。このセクションではホルンが少 はピアノで始めてくださ い、ピアニッシモではllfl アンチェル ：そう「E」ですね。…...[J>-1 このJ))1雁のいちばん初めと [,;]じくらいの述さで演

し弱いですね、なので トランベッ トはホルンを助 こえませんでした（歌う）。ここはとてもワクワク 奏してくださ い （歌う）。そしてそのあとのイ長濶

けてあげてください、フォ ルテではなくメ ゾフォ するところです。6述符から 4連符へ （歌う ）。そ はい、 そう、 ちょ っと待って。Ji,後の2小節の前 （紺rt:ホ艮曲の誤りか）のところはモルト・ピウ ・

ルテでお崩iいします。ホル ンはフ ォルテ、 トラン してデイミヌエン ド。それでは、もう 一度「森の の2小節、こ こで止ま って……息継ぎ。もう 一度「E」 モッソ、 木竹お崩iいしますよ、 アッチェレラン ド

ペッ トはメゾフォ ルテで。弦はすべてメ ゾフォ ル 狩猟」をやります。ホルン ・パー トのソロ。 をやります。[J>-1(歌う ）[J>-1その湖子。 で。そして6/8}(1子の4小節前ではもうアレグロ （歌

テで。メゾフォルテですよ、フォルテでは強すぎ う）、そのままアレグロ、いいですか？ とっても

ます。 ホル ン、 一度お願いで きますか ？ 「森 [P-1……デイミヌエン ド。テンポを揃えて、そ ••…• 「E」のと ころはあまりよくありませんね。 辿くです。テンポ・プリモの前、 1、2、3、4、5、6、7、
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8、9、JO小節前をください。そこに複縦線があり •…•迩う、辿う 。 ここは確実にスーピト・ピアノで、

ますか？ 烈識して演炎してください。「H」のところを一度

奏者：「G」と科いてあります。 もらえますか、 トロ ンポーンとダプルペースと第

アンチェル：ああ、本当だ。「G」です。「G」いき 2チェロだけお崩iいします。 l、ロンポーン、ダプ

ます。[P-1 ルペース、第 2チェロ。[P-]すみません。そこ

はフォルテ・ビアノがありますよ 。 [P - ] …•••そ

12 

うですね。ありがとう、ありがとう……。 トロン トで……とても大げさに。「H」を全且で

ポーン、特に第 3I、ロンポーンとチューパ、第 5、 [J>-] l、2、l、2・

第6小節をも っと強く、それから第 2I、ロンボー

ンのソロ、そして第 1I、ロンポーンのソロも。こ そう 。ちょ っとお副い、教えてください、あれは

こはと っても大事です。ここはも っと強く、とに どこだったかな。ピウ・モー トの前、オーケスト

かくフォルテで、もう ., 文お馴いします。フォル ラの行楽が9公々として力弛いモルダウ川とな って

テ・ビアノ、フォルテのままで。[,,-]……1、イン・ i勇き 出る部分……ありました。ホ長濶のセクショ

テンポ……クレ ッシェンド……そう、 l札りました ンの 4小節前からア ッチェレランドで。（歌う ）。 l、

ね、疲れが出てきてますね、これは問題だなあ。 2、J、2、J、2。そのあとはとてもアレグロで。「K」

クレッシェンド、クレッシェンドからクライマッ にいきましょうか。弦、スービト・ピアニ ッシモ

クス。 の小節まで、も っとクレッシェンドでください。

[J>-] 

弦バートやりましょう、第 1、第 2ヴァイオリン

は「l」をおJg[[いします、 「l」です。1、2[J>-l ・・ …•ほら、イン・テンポで。

.•• クレッシェンド・・・・・・ ・..…滸面に ，'l'いてあるよりも,,,.め、 ページの真ん

はい、艮いですよ、ここは I小節だけですが 「k」 中あたりからリテヌー トを私が始めたのに気が付

の前のイントネーションに気を付けてください、 1、2、 きましたか？ でも、 6小節、最後の 6小節の初

3、 4、 5、 6、 7、 8 と I.I 、 JJ 小節•••••。 Ct\ と Di! の めの 2小節がデイ ミスエンド、ビアノ・ピアニ ッ

音がここでは煎災です。「K」の1i,r、J、2、3、4、5、 シモ、 n-が全部延ぴすぎです。行はil'iえていかな

6、7、8、9……II小節は、そこに Ct¥の音があり くては。ここ演奏してもらえますか。l、2、3、4.5、6.

ますよね。なんですか? 7、8、9、JO、II、12、13(数える）24小節前から、

奏者 ：（何か質1111をしている） いちばん11娃後から 24小節前。

了江叫いいえ、述います。(11!1別に対応している）

10小節でした。 [J>-l ... ・・・ゆっくりと・・・・・・デイミヌエンド・・・・..そ

「K」の前 10小節を第 1、第 2ヴァイオ リンお崩I してス ッと行が削える・・・・・・。

いします、「k」の 10小節前です。1、 2 [,>-] いいでしょう 。

•はい、わかりました。 ［日本語訳 ・編集松井美奈子、石川祥子］

ホルンとトランペ ット、「H」いきます。いちばん

初めの 2小節はも っとフォルテそしてスタ ッカー
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楽 曲につい て........... 
●スメタナ ：連作交響詩 〈わが祖国〉

はチェコ建'"'の女神リプシェの伝承にもとづくオ

ペラ 〈リプシェ〉 を作1111し、強力にチェコl!I民音楽

を推進していった。連作交押詩 〈わが祖国〉の構想

J 9 ·11l紀チェ コ 1•11"音楽の始祖スメタナ 0824 ー は 〈リプシェ〉の作1111過程で、リプシェが嫁いだと

1884)が作1111活動を始めたのは ]840年代のことだ いわれるプシ ェミ スル家の居城であったヴィシェ

が、 当時チェコは文化(1りにも政治的にもドイツ＝ フラドの伝説を音楽化 しようとしたことからはじ

オース トリアの影神を弛く受けており、スメタナ まる。そして第 1作の 〈ヴィシェフラド (l,':jい城）〉

がはじめピアニストとして秤楽活動を始めたのも、 が完成されたのは 1874年で、その後 1879年に最後

シューマンとショバンの強い影押からだった。とく の節i61111〈プラニーク〉が完成する。

にシューマンからの影押はl/fi老だったが、シューマ ＊ 

ンはスメタナの削作するピアノ 1111にあまり IJ!J心を 交響詩 〈ヴィシェフラド〉(1874)

抱かなかったという 。そうした折に、スメタナの作 「 ,•, ::; い城」という邦題でも知られる第 J1111〈ヴィ

品を擁設したのがハンガ リーii¥身で全ヨーロ ッバ シェフラ ド〉は、詩人がヴィシェフラ ドの廃墟を前

的なヴィル トウオーソとして名戸iを1賄していたリ にして過去の栄光と没落の物語を詠うというもの

ス トだった。スメタナは リス トとの出会いによっ で、ハープによるヴィシェフラドの栄光を語る詩人

て、当時研まりを見せつつあった民族主義にめざ の印象(Iりな竪琴の？吼きではじまる。この主題は、 II

め、その翡まりに身を投じていくことになる。しか 頭の解説で述べたように、スメタナのイニシャルに

し、 自国の秤楽文化を創造するという使命をも った 基づいており、詩人 ＝スメタナがチェコの建l•Iの輝

スメタナであったが、彼はまず阻国語であるチェコ かしい伝説に．＇はいをはせ、チェコの民族'.0:J哉の閲楊

甜を¥"I得するところから始めなければならなかっ を歌い上げる内容となっている。

たほど、当時のチェコでは「ドイツ化」が進んでい

たのだっ た。 は l'• l .irf をや1得する過程でスメタナは 、 交響詩 〈ヴルタヴァ （モルダウ）〉(1874)

「 11•• 1の歴史に強い 1紺心を抱 くようになり、さらに リ チェコ民族のU,1政といえるヴルタヴァ （モルダ

ス トとの交流のなかで、 1856年に「交臀濁」とい ウ）の流れを音楽化 したものだが、そこには過去か

う文学・歴史(Iりな内容を盛り込みやすいジャンルを ら現在に向かって大きくうねるプラハの歴史が重

知ることになり、その 2年後の 1858年にスメタナ ねられている。音楽は、ヴルタヴァの2つの源流の

の初めての交閉噂となる （リチャード 3世〉が作1111 小さな流れがしだいに大きな流れとなり、 「森の狩

された。 り」や「村の婚礼」「月の光と川の妖籾の踊り 」と

その後、スメタナは 1863年にチェコの国民歌削 いったti')・屈を描きながら、「船ヨハネの怠流」を経

の涎生を告げるオペラ 〈売られた花嫁〉、1872年に て、プラハ市内の 「力強い流れ」のクライマ ックス
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が祁かれる。そして/1庫後の 〈ヴィシェフラド〉の主 らの力でチェコ民族の宗教的アイデンティティと

題が、ヴルタヴァの流れがチェコの歴史のi,徴でも 民族主義を勝ち取った過去の歴史への強烈な思い

あることを、；；狽烈に1,11象付けている。 にあふれた作品である。

交響詩 〈シャールカ〉(1875) 交響詩 〈プラニーク〉(1879)

標迎となっているシャールカは、ギリシャ＝ロー 前作 〈ターポル〉と対をなす作品で、 前作でも）I] 

マ神話のアマゾネス伝説のチェコ版のプラスタ伝 いられたフス教徒の代美歌 〈汝らは神の戦：I: たれ〉

説に登楊する女兵士で、過去に男に裏切 られた や、 〈汝らの側の神とともに、終末において1勝利を

シャールカが、みずからがl囮となって 自軍を祁き、 収めん〉などが効呆(Iりに）I]いられている。プラニー

ポヘミアの駁：I.: たちに復悶をするというもの。幻想 クは、フス教徒の戦：I: たちが戦いに備えて集ってい

1111風の作品で、 独立して浙奏されることは少ない た山の名前で、 2つの代美歌に祁かれて、戦いに勝

が、交押詩全体をつなぐ転換を示す作品である。 利する過程が描かれる。J立後のフィナーレでは、第

J 1111〈ヴィシェフラド〉のテーマが邸らかに押きわ

交響詩 〈ポヘミアの森と草原から〉(1875) たり、過去の建国の歴史と現在とが強い絆で結ぴ付

この作品は伝説に基づく 椋題をもたない点で、 けられることになる。

〈わが札1/1/〉のなかでも 沢質の作品である。スメタ

ナによれば、この作品について「ポヘミアの自然を

見たときの感典である。牧場や森のいたると ころか

ら楽しげな歌や悲しげな歌が/lrlこえてくる。(・… ・) 

だれもがそれぞれの幻想を描 くことができる」と柑

いている。

交響詩 〈ターポル〉(1878)

これまでの 41111と大きく 異なるのは、この作品

と、これに粒く 〈プラニーク 〉が、チェコの近代

史における歴史的な事柄を描いていることである。

ターポルとはプラハの南にあるLLLFの名前で、フス戦

争 (J419- 1436)の際にここを根城にしたフス教

徒 （タ ーポル派）と 、 ドイツ/1',身のポヘミア同王

軍・教且軍の連合11[との戦いを描いている。みずか

（江森一夫）
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